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最 近14年 間の31例 の検討
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In this study, we investigated 31 foreign patients who had been diagnosed as having 

pulmonary tuberculosis at the National Hiroshima Hospital or Hiroshima Anti
Tuberculosis Association between 1982 to 1995. Their age ranged from 17 to 63 years, and 

all of them had been in Japan for less than five years. Twelve of the patients came from 
South America, 18 from Asia, and one from Egypt. Seven Peruvians had been infected in 

a tuberculosis outbreak. The reasons of their immigration were job-seeking (14 out of 

31), education (8 out of 31), and marriage to Japanese men (6 out of 31). None of them 

were illegal immigrants. In four women who had married Japanese men, various symp

toms such as cough, sputum, and slight fever came on during pregnancy, however, none 

of them had been diagnosed as having tuberculosis, and consequently they had received no 

medication during pregnancy. In 6 out of the 8 patients who were college students, their 

sputa were negative for tubercle bacilli, and they could be treated by chemotherapy as 

outpatients.
In provincial cities, every effort should be made to detect tuberculosis among members 

of the foreign community who are living under different environments and conditions.
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は じ め に

日本 におけ る結核患者の うち,在 日外国人の 占め る割

合は約1%と いわれてい る1)。 この比率 は大都市 を中心

に明 らか に増加傾向 にあ り,こ れか らの結核対策 を考 え

る上で,重 要 な位置 を占め ると考 えられ る、,在日外国人

結核患者の大半が大都市 に集中 してい るため,東 京近郊

におけ る外国人結核 についてはすで にい くつかの報告が

なされてい るが2)3),地 方では未だ例数が 少 ない ので,

東京近郊以外の外国人結核 をまとめた報告 はあまりない。

地方都市に位置する当院において,最 近ペルー人 を中心

とした結核集団発生 を経験 したため4,,そ れ を契機 に当

院お よび,結 核予防会広島支部で最近14年 間 に経験 した

外国人結核の状況 を検討 した。

対象 と方法

1982年 か ら95年5月 までの14年 間に国立療養所広島病

院,ま たは結核 予防会広島支部で結核の治療 を行 った外

国人で,日 本に入国後5年 以内の もの31例(男 性18例,

女性13例)を 対象 とした。患者数の推移,年 齢,出 身国,

入国 目的,排 菌状況,薬 剤感受性,治 療 状況な どについ

て検討 した。

結 果

患者 数の推 移は,1982年 か ら85年 では1年 に1例 ずつ,

87,88年 は3例 ずつ,91年 は10例,92年 は3例,93年 は

2例,94年 は4例,95年 は2例 であった(図1)。

年齢 は17歳 か ら63歳 の問に分布 し,17～40歳 の比較的

若年層 に多い傾 向にあった(図2)。

出身国はペルー8例,中 国7例,フ ィリピン6例,ブ

ラジル4例,タ イ2例,エ ジプ ト,イ ン ド,台 湾,韓 国

がそれぞれ1例 であった。(表1)。

図1　 患者 数の推 移

入国 目的は就労14例,大 学留学8例,日 本人男性 との

結婚6例,中 国残留 日本人子弟の帰 国が2例,観 光が1

例であ った(表1)。 就労 目的の14例 中8例 はベ ル ー人

で,こ の うち7例 はわれわれがすでに報告 した 自動車部

品工場での集団感染 による ものである4'。 また14例 の職

業 は13例 が工員,1例 が ダンサーであった。留 学 生 は全

員が広島県内の大学 に正規に入学 した もので,6例 は入

学時の健康診断で異常 を指摘 されたため来院 してお り排

菌はなか ったが,2例 は有症状 受診で喀痰検 査で 塗抹 陽

性であ った。

入国 目的が結婚の例はすべて女性 であ り,フ ィリピン,

ブ ラジル,タ イ出身者で,い ずれ も無職であった。6例

中4例 は妊娠中産婦人科 を受診 していた頃 よりすでに咳,

微熱な どの症状があ ったが,呼 吸器症状に対 する検 査を

受けてお らず,出 産後 には じめて結核 と診断 され,治 療

を開始 してい る。 また出生児 に対 して はいず れ もINH

が投与 されていた。

受診時期は発症 よ り1カ 月以内が26例,1カ 月以降 が

5例 であ った。受診が遅れた5例 中4例 は妊娠中 よ り症

状のあった ものであ り,最 高7カ 月放置 されていた。残

りの1例 は集団感染の原因 となったペルー人であった。

受診動機は検 診15例,咳,痰 な どの症状 のあった もの

は15例,他 院で治療後,治 療 の継続 のために受診 した も

の1例 であった。検診の うち,ペ ルー人(症 例12～15,

19,21)に 関 しては症例11の 発見後,同 じ職場で検診 を

定期的に繰 り返 し行い発見 された ものであ り,ま た症例

18は その後に採 用になった ものであったが,雇 用時の検

診で異常 を指摘 され,治 療のため速やかに帰国 している。

(表1)。

喀痰検査の結果では塗抹陽性 が13例 であ り,そ の うち,

ガフキー5号 以上の大量排 菌者が9例 認め られた。塗抹

陰性で培 養陽性 が3例,塗 抹,培 養 ともに陰性 の ものが

図2　 年齢分布
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表1　 患 者 一 覧 表

表2　 治療状況

15例 であった。菌 陰性例 のなかには胸水貯留例が4例 含

まれていた(表1)。

菌陽性16例 中耐性 菌が5例 に認め られ た。PAS,IN

H,RFPの3剤 に耐性 のある もの1例,SM,INHに

耐性 の ものが1例,SMの みに耐性の ものが3例 で あ っ

表3　 耐性菌の有無

た(表2)。 耐性例 の うち2例 は再発で,初 発 の3例 は

いずれ も家族に治療歴のある ものであった。

治療 は入院で行 った ものが22例 あ り,治 療が完了 して
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いる者が20例,治 療 中が2例 であ った。外来治療のみは

9例 で,そ のうち2例 は治療途中で帰国している(表3)。

ほ とん どの症例 はINH,RFP,SMの3剤 を投与 され

てお り,SMに 耐性のあ る もの や,RFPに よ り肝 機 能

障害が 出現 した もの に は,EBを 使 用 して いる。 また

PZAは3例 に使用 していた。

考 察

厚生省の統計1)に よると在 日外国人結核患 者数は ここ

数年,漸 増 してい る。当院で も1990年 までは散発 的であ

るが,そ れ以後毎年複数例み られる ようになって きた。

全 国集計で は中国,韓 国,フ ィリピンな どのアジア出身

者が多 く,約60%を 占めている。今回の調査 ではペ ルー

人の集団感染のため,南 米出身の労働者 が多 かったが,

残 りはほとん どが アジア出身者であった。

欧米先進国で結核 患者が減少 しない原因 として発展途

上国か らの移民が問題 となっているが,わ が国では欧米

に比 して外国人の流入数は少な く,ま た一般 には外 国人

結核患者 は,日 本人 との接触 が少 ないため,感 染源 とし

て はあ ま り重要 なものではない と言われている。しかし,

今回の成績では排 菌者が多 く,現 に,ペ ルー人による集

団感染の際 に2名 の 日本人が巻 き込まれていた4)こ とか

ら,必 ず しもそ うとは言えない。

日本での結核 の罹患 率は平成5年 の統計 では10万 人 に

対 して38.0で あるが,ペ ル ーで は1835)と か な り高 率で

あ る。 また今 回の場合 はペルーにて雇用先 を決 める際 に

検診が行われ,異 常がない とされていたため,日 本で採

用時 に検診が行われていなかった。またその後 の定期検

診で胸 部異常陰影 を指摘 されなが ら本 人が受診せず,健

康管理者 もそれ を放 置 していたこ とで,結 果 として集 団

感染 を引 き起 こした と言え よう。これは患者のみならず,

企業の雇用者,産 業 医の結核 に対す る認識不足 に も原 因

がある と思われる。

国際結婚 で無職 の女性 は検診 を受 ける機会が ほとんど

ないために受診 が遅 れがち となった と考 えられ,大 量排

菌が多 くみ られた。4例 では妊娠 中か ら症状の 出現 がみ

られていたに もかかわ らず,出 産後 まで放置 されていた

こ とで,妊 娠 中の定期検診 のため の通院,出 産のための

入 院な どで他 の妊婦や乳児,婦 人科患者 に接す る機会 も

多 く感染源 として大 きな意味 をもつであ ろう。 また,子

供へ の感染 も問題 になって くるが,今 回 は全例で,出 産

後 よ り子供 にINHが 予防投薬 を行 われていた。

一方 ,留 学生 は入学時の学校健診で異常 を指摘 され,

その後速やか に受診 してい る例が多 く,ほ とん どが排 菌

もな く,軽 症であ った。 これ は当院で扱 った留学生は全

員が正規で大学 に入学 してお り,確 実に無料 で健診 を受

け られ,発 見時 にも大学 と医療機関との連絡が うまくいっ

ていたこ とな どのためであ ろう。

一方
,医 療機 関で も最近 は結核 に対する認識が薄れて

いるようであ り,今 回の31例 中,症 状 出現直後 に近医を

受診 したに もかか わらず,そ こでア レルギー性肺 炎 とし

てステロイ ド剤 を投与 され悪化 した もの,妊 娠3カ 月 目

にさ声,咳,痰 がみ られ耳鼻科 を受診 した ところ,東 南

アジアの女性 に特有のポ リー プと診断 され産後 に手術 を

す る ということで約7カ 月放置 され,出 産後 に術前検査

で肺,喉 頭結核 と診断 された ものな ど診断の遅 れ と考 え

られる例が数例み られている。

当院で1993年 に治療開始 した 日本人120例 中1カ 月 以

上 の発見の遅れがあ った ものが37例 み られてお り,そ の

うち主 と して受診の遅れ と思われる ものが16例,診 断の

遅 れと思 われ るもの21例 であった。 このこ とよ り少 な く

とも今回の調査では 日本人 と比較 して外 国人だけが受診

や診断が遅れてい るわけではない と思 われる。

今 回扱 った外国人結核患 者は,入 国後 の受 け入 れ先が

はっき りしていた ことで,不 法滞在者 が多 くみ られる大

都市 よ り早期発見,確 実な治療 が可 能であった と思 われ

る。 また今後 も早期 発見 をするために企業 の雇用者,産

業医 に結核 を十分に理解 して もらい,雇 用 時の検診 を徹

底 させ る必要があ り,行 政側 も入 国外 国人に対 し,結 核

に対す る適切な知識を与 える機会 を持つ こ と,外 国人が

保健所でいつで も無料検診 が受 け られるようにす ること

などの対策 を考える必要があるであろう。また妊娠時 に

多 くみ られた ことか ら,結 核罹患率が高 い国か ら来 た女

性 については保健所 における母子手帳発行時 に注意す る

ことも早期発見につながる と考 えられる。

以上の ように絶対 数は大都市 圏とは比較にならないが,

地方 において も外 国人結核患者が み られ るようになって

お り,地 域の外 国人の環境 の実状 に応 じた患者の発見の

努力が必要である と思 われる。

今回検討 した31例 には不法就労者,日 本語学校生 はみ

られず,就 職先 や学校,家 族 の理解 もあ り,ほ とんどの

例で治療 が完 了で きている。 しか し,他 の地域で は各 々

事情が異なるであろう。また,社 会の変化 による状況の

変化 も考え られ,注 意 して観察 してい く必要があ る。

結 語

1)　最 近14年 間に当院お よび結核予防会広島支部で外

国人結核患者 を31例 経験 した。

2)　南米 か らの就労者が 占め る割合が多か った。 この

中にはペルー人による 日本人 を巻 き込 む集団発生例が含

まれている。

3)　大都市 で多 い とされている不法就労者 はみ られ な

かった。

4)　感染源 として重視すべ きもの と して,健 康診断 を
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受 ける機会の少 ない国際結婚の女性,中 小企業へ の就労

者 などがあげ られる。中で も妊娠,出 産例で,他 の妊婦,

乳児 に対す る感染源 として重要 な意味を持つ と考 えられ

る。
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